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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 12,757 ― 508 ― 570 ― 25 ―

20年3月期第3四半期 12,235 △4.3 418 △32.6 514 △40.3 △1,763 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 0.37 ―

20年3月期第3四半期 △25.39 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 19,952 14,211 71.2 204.63
20年3月期 20,853 14,505 69.6 208.85

（参考） 自己資本  21年3月期第3四半期  14,211百万円 20年3月期  14,505百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 3.00 ― 3.25 6.25
21年3月期 ― 3.00 ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 3.25 6.25

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,000 3.3 800 18.1 820 8.3 150 ― 2.16

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
1.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成されており、実際の業績は、今後様々な
要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。なお、業績予想に関する項目については、添付資料の2ページを参照してください。 
2.当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14
号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期 69,774,401株 20年3月期 69,774,401株

② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期 323,998株 20年3月期 322,187株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期 69,451,983株 20年3月期第3四半期 69,454,348株
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当第３四半期（平成２０年４月１日～平成２０年１２月３１日）におけるわが国経済は、サブプライム
問題に端を発した世界的金融不安により景況が大きく悪化し、先行きの極めて不透明な状況で推移しまし
た。食品業界におきましては、消費者の生活防衛への意識の高まりから家庭での食事への回帰が見られる
ものの、原材料価格や物流コストが高い水準のまま推移するとともに、販売競争が激化し、さらに食に対
する信頼を揺るがす事件が連続して発生するなど厳しい事業環境が続きました。 
 このような状況の下、当社グループは「安全・安心」な商品づくりを最優先すると共に事業全般にわた
る効率化によりシナジー効果を創出し、競争力のある企業グループをめざしてまいりました。その結果、
当第３四半期連結累計期間の売上高は１２７億５千７百万円、営業利益は５億８百万円、経常利益は５億
７千万円、四半期純利益は２千５百万円となりました。 
  

当第３四半期末の総資産は、前連結会計年度末に比べ９億１百万円減少し、１９９億５千２百万円とな
りました。増減の主なものは、流動資産では、現金及び預金が８億７千２百万円減少し、固定資産では、
有形固定資産が１億１千万円減少しました。 
 負債は、前連結会計年度末に比べ、６億７百万円減少し、５７億４千万円となりました。増減の主なも
のは、流動負債では、支払手形及び買掛金が１億３千４百万円増加し、短期借入金が２億５千万円減少し
ました。固定負債では、長期未払金が１億７千３百万円増加し、役員退職慰労引当金が３億７千２百万円
減少しました。 
 純資産は、前連結会計年度末に比べ２億９千３百万円減少し、１４２億１千１百万円となり、自己資本
比率は７１．２％となりました。 
（キャッシュ・フローについて） 
当第３四半期末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ８億７千２百万円減少し、８億７千
８百万円となりました。なお、当第３四半期連結累計期間における連結キャッシュ・フローの状況は以下
の通りであります。 
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益４千９百万円、減価償却費３億７千
５百万円を計上する一方、未払費用の減少等がありました。これにより営業活動によるキャッシュ・フロ
ーは、４億７百万円の収入となりました。 
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
投資活動によるキャッシュ・フローは、保険積立金の解約による収入１億３千１百万円があったもの
の、有形固定資産の取得による支出２億６千７百万円、投資有価証券の取得による支出２億８千９百万円
等により４億２千３百万円の支出となりました。 
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の返済による支出２億５千万円、配当金の支払額４
億６百万円等により８億５千７百万円の支出となりました。 
  

通期の業績見通しにつきましては、本日開示しました「業績予想の修正に関するお知らせ」に記載のと
おり、投資有価証券のうち帳簿価額に比べ時価あるいは実質価額が著しく下落した銘柄について、投資有
価証券評価損を特別損失として計上することにより、業績予想を修正いたします。 
 当社といたしましては、平成１９年６月７日に公表しました中期事業計画を着実に達成するべく、事業
ドメインの再定義に伴う新たな調味料分野への進出及び飛躍のための既存事業基盤強化を最重要課題とし
て、当社グループとして新しく魅力ある商品を提供するとともに、積極的な販売活動に取り組み企業価値
の増大化を図ることによって会社及び株主の皆様の利益の最大化に努めてまいります。 
 不動産賃貸事業につきましても入居者数の増加を図り、賃貸収入の増大に努めてまいります。 
 さらに経済情勢や原材料市況等の市場環境は当社グループにとって依然厳しい状況であるものと予測さ
れますが、経営全般にわたる合理化・効率化を引き続き徹底してまいります。 
  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 
  

①固定資産の減価償却の算定方法 
定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する
方法によっております。 
②法人税等の算定方法 
税金費用については、当第３四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税
効果会計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算
しております。なお、法人税等調整額は「法人税、住民税及び事業税」に含めて表示しております。 

  

①当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務
諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半
期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

   ②棚卸資産の評価基準及び評価方法 
棚卸資産については、従来、主として総平均法による原価法によっておりましたが、当連結会計年度
より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号）が適用されたことに伴い、主として
総平均法による原価法（貸借対照表については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定し
ております。これにより、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ14百万円減
少しております。 

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５【四半期連結財務諸表】 
 (1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 878 1,751

受取手形及び売掛金 4,605 4,428

商品及び製品 413 386

原材料及び貯蔵品 161 126

仕掛品 21 21

繰延税金資産 164 164

その他 97 74

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 6,343 6,953

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,493 2,647

機械装置及び運搬具（純額） 931 887

土地 2,710 2,710

建設仮勘定 16 －

その他（純額） 78 95

有形固定資産合計 6,231 6,341

無形固定資産 118 131

投資その他の資産   

投資有価証券 5,916 5,928

繰延税金資産 1,010 1,019

その他 416 569

貸倒引当金 △84 △90

投資その他の資産合計 7,258 7,427

固定資産合計 13,608 13,899

資産合計 19,952 20,853
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,852 1,717

短期借入金 － 250

1年内返済予定の長期借入金 200 200

未払金 90 57

未払費用 913 1,193

未払法人税等 23 5

賞与引当金 108 －

その他 104 18

流動負債合計 3,292 3,442

固定負債   

長期借入金 1,600 1,800

退職給付引当金 660 717

役員退職慰労引当金 － 372

長期未払金 173 －

その他 15 15

固定負債合計 2,448 2,905

負債合計 5,740 6,348

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,044 1,044

資本剰余金 2,564 2,565

利益剰余金 10,934 11,343

自己株式 △343 △344

株主資本合計 14,200 14,608

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 11 △103

評価・換算差額等合計 11 △103

純資産合計 14,211 14,505

負債純資産合計 19,952 20,853
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 (2)【四半期連結損益計算書】 
  【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
  至 平成20年12月31日) 

売上高 12,757

売上原価 6,431

売上総利益 6,325

販売費及び一般管理費 5,817

営業利益 508

営業外収益  

受取利息 0

受取配当金 100

その他 15

営業外収益合計 116

営業外費用  

支払利息 30

減価償却費 21

その他 2

営業外費用合計 54

経常利益 570

特別利益  

過年度損益修正益 0

特別利益合計 0

特別損失  

固定資産除却損 23

投資有価証券評価損 424

退職特別加算金 44

保険解約損 14

その他 13

特別損失合計 521

税金等調整前四半期純利益 49

法人税、住民税及び事業税 24

法人税等合計 24

四半期純利益 25
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年4月1日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 49

減価償却費 375

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1

賞与引当金の増減額（△は減少） 108

退職給付引当金の増減額（△は減少） △56

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △372

受取利息及び受取配当金 △101

支払利息 30

固定資産除売却損益（△は益） 23

投資有価証券評価損益（△は益） 424

売上債権の増減額（△は増加） △176

たな卸資産の増減額（△は増加） △62

仕入債務の増減額（△は減少） 134

未払金の増減額（△は減少） 2

未払費用の増減額（△は減少） △269

長期未払金の増減額（△は減少） 173

その他 77

小計 360

利息及び配当金の受取額 101

利息の支払額 △41

法人税等の支払額 △22

法人税等の還付額 9

営業活動によるキャッシュ・フロー 407

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △267

投資有価証券の取得による支出 △289

投資有価証券の売却による収入 1

保険積立金の解約による収入 131

その他 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △423

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の返済による支出 △250

長期借入金の返済による支出 △200

自己株式の取得による支出 △0

自己株式の売却による収入 0

配当金の支払額 △406

財務活動によるキャッシュ・フロー △857

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △872

現金及び現金同等物の期首残高 1,751

現金及び現金同等物の四半期末残高 878
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 

  

【事業の種類別セグメント情報】 
   当第3四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年12月31日） 
   全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計に占めるソース類製造販売事業の割合がいずれ
   も90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 
  
【所在地別セグメント情報】 
   当第3四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年12月31日） 
   在外連結子会社及び在外支店がないため、所在地別セグメント情報を記載しておりません。 
  
【海外売上高】 
   当第3四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年12月31日） 
   海外売上高がないため、海外売上高を記載しておりません。 

  

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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前年同四半期にかかる財務諸表 

（要約）四半期連結損益計算書 

 前第３四半期連結累計期間（平成19年4月1日～平成19年12月31日） 

 
  

  

  

  

「参考」

（単位：百万円）

前年同四半期
（平成20年３月期 
 第3四半期）科目

金額

Ⅰ 売上高 12,235

Ⅱ 売上原価 6,014

  売上総利益 6,220

Ⅲ 販売費及び一般管理費 5,802

  営業利益 418

Ⅳ 営業外収益 245

Ⅴ 営業外費用 148

   経常利益 514

Ⅵ 特別損失 3,545

 税金等調整前四半期純損失（△） △3,030

 税金費用 △1,267

四半期純損失（△） △1,763
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